
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和２年９月２９日（火） １０：０１～１０：１０ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：菅 義 偉 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（総務大臣） 

上 川 陽 子 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

田 村 憲 久 国務大臣（厚生労働大臣） 

野 上 浩太郎 国務大臣（農林水産大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

岸 信 夫 国務大臣（防衛大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（内閣官房長官） 

平 沢 勝 栄 国務大臣（復興大臣） 

小此木 八 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

坂 本 哲 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

平 井 卓 也 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

橋 本 聖 子 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

井 上 信 治 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：坂 井 学 内閣官房副長官 

岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○政令        ４件 

○人事        ４件 

いずれも，案件表のとおり，決定，了解となった。 

1



 

議事内容： 

○加藤国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，坂井副長官から御説明申し上げます。 

○坂井内閣官房副長官：政令４件について，御決定をお願いいたします。まず，「内閣

府本府組織令の一部を改正する政令」は，男女共同参画局に新たに男女間暴力対策

課を置く等の措置を講ずるものであります。 

次に，「重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に関する

法律施行令の一部を改正する政令」は，国の行政機関の庁舎であって，その敷地等

の上空において小型無人機等の飛行が禁止されるもののうち，国土交通省に係るも

のを改めるものであります。 

次に，「復興庁設置法等の一部改正法の施行に伴う関係政令の整備政令」は，同改

正法の施行に伴い，復興局の名称，位置及び管轄区域を定める等，関係政令の規定

を整備するものであります。 

次に，「高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令の一部を改

正する政令」は，バリアフリー化が特に必要な特別特定建築物として公立小学校等

を追加する等の措置を講ずるものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，茂木外務大臣が，各国政府要人

との会談等のため，本日から１０月４日まで，海外出張されますので，御了解をお

願いいたします。 

次に，元一般社団法人共同通信社編集局論説副委員長柿﨑明二を内閣総理大臣補

佐官に任命することについて，御決定をお願いいたします。 

次に，特命全権大使山﨑和之外２名に，国際労働機関理事会日本政府代表等を命

免すること外１件について，御決定をお願いいたします。 

次に，山野耕治外１９８名の叙位，叙勲又は紺綬褒章授与等について，御決定を

お願いいたします。 

〇加藤国務大臣：次に，大臣発言がございます。まず，厚生労働大臣。 

〇田村国務大臣：「赤い羽根共同募金」運動は，今年で７４回目を迎え，１０月１日か

ら全国で展開されます。この運動は，国民の皆様の善意と助け合いの精神によって

支えられながら，その時代のニーズに応じた地域福祉活動の推進や，災害時のボラ

ンティア活動の支援に大きな役割を果たしています。今年は新型コロナウイルス感

染症の影響により新たな課題も生じています。これも含め，多様化かつ複雑化した

地域課題に対応するとともに，子ども，高齢者，障害者など，地域の住民一人一人

の暮らしと生きがいをともにつくっていくことができる地域共生社会を実現する

ために，国民の皆様からの，より一層の御支援と御協力をお願いしたいと思います。

１０月１日から，街頭での募金のほか，職域，学校，自治会等を通じた募金活動が

行われます。各大臣には，共同募金の趣旨を御理解の上，積極的に御協力いただき

ますようお願いします。 

〇加藤国務大臣：次に，内閣総理大臣から御発言がございます。 

〇菅内閣総理大臣：茂木大臣は，海外出張いたしますが，その出張不在中，加藤内閣
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官房長官を外務大臣の臨時代理に指定します。 

〇加藤国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 

 

3



令和２年 

      ９月 29日 

◎ 政  令 

〇 内 閣 府 本 府 組 織 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ）

（ 内 閣 府 本 府 ） 

〃 ○ 重 要 施 設 の 周 辺 地 域 の 上 空 に お け る 小 型 無 人 機 等

の 飛 行 の 禁 止 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す

る 政 令 （ 決 定 ）           （ 警 察 庁 ）

〃 ○ 復 興 庁 設 置 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴

う 関 係 政 令 の 整 備 に 関 す る 政 令 （ 決 定 ）

（ 復 興 庁 ・ 農 林 水 産 省 ） 

〃 ○ 高 齢 者 ， 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す

る 法 律 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ）

（ 国 土 交 通 省 ） 

◎ 人 事 

☆ 外 務 大 臣 茂 木 敏 充 の 海 外 出 張 に つ い て （ 了 解 ）

○ 柿 﨑 明 二 を 内 閣 総 理 大 臣 補 佐 官 に 任 命 す る こ と に

つ い て （ 決 定 ）

〃 ☆ 特 命 全 権 大 使 山 﨑 和 之 外 ２ 名 に 国 際 労 働 機 関 理 事

会 日 本 政 府 代 表 等 を ， 水 産 庁 資 源 管 理 部 長 藤 田 仁

司 外 １ 名 に 日 本 国 政 府 と ソ ヴ ィ エ ト 社 会 主 義 共 和

国 連 邦 政 府 と の 間 の 両 国 の 地 先 沖 合 に お け る 漁 業

の 分 野 の 相 互 の 関 係 に 関 す る 協 定 に 基 づ く 日 ソ 漁

業 委 員 会 日 本 政 府 代 表 等 を ， 外 務 省 大 臣 官 房 参 事

官 兼 欧 州 局 德 田 修 一 外 １ 名 に 漁 業 操 業 に 関 す る 日

本 国 政 府 と ソ ヴ ィ エ ト 社 会 主 義 共 和 国 連 邦 政 府 と

の 間 の 協 定 に 基 づ く 漁 業 損 害 賠 償 請 求 処 理 委 員 会

東 京 委 員 会 委 員 を ， 在 ロ シ ア 日 本 国 大 使 館 公 使 松

永  健 外 １ 名 に 漁 業 操 業 に 関 す る 日 本 国 政 府 と ソ

ヴ ィ エ ト 社 会 主 義 共 和 国 連 邦 政 府 と の 間 の 協 定 に

基 づ く 漁 業 損 害 賠 償 請 求 処 理 委 員 会 モ ス ク ワ 委 員

会 委 員 を そ れ ぞ れ 命 免 す る こ と に つ い て （ 決 定 ）

〃 ☆ 大阪府立大学名誉教授山野耕治外１９８名の叙位，

叙 勲 又 は 紺 綬 褒 章 授 与 等 に つ い て （ 決 定 ）

〔 ○ 署 名 あ り ☆ 署 名 な し 〕

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
な し

〔 別 添 〕
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